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財団法人静岡県埋蔵文化財調査研究所では、県営富士白団地1期建設工事に伴い、平成

14年4月から5月にかけて小鹿杉本堀合坪遺跡の発掘調査を実施し、本報告書を世に送り

出すこととなった。

想起すれば、当研究所では静岡平野において静清バイパスや静岡県コンベンションセン

ター『グランシップ』の建設に伴い埋蔵文化財発掘調査を手掛け、数多くの地域史を塗り

替える成果を得てきた。そのなかでも特に方形に区画された古代条里地割りの発見、さら

にはその東西基準線となる古代東海道の検出は、古代律令国家形成期の歴史のロマンを呼

び起こし、全国的にも大きな話題となった。さらに平成6年度には県立短期大学の建設に

伴う調査において静岡平野南部地域でも条里地割りが平安時代に施工されていたことが明

らかとなった。

一方、弥生時代の調査や研究も継続しており、最近では国特別史跡「登呂遺跡」再整備

に伴う調査や静岡平野を代表する中期の「有東遺跡」においても28次にわたる調査が継続

され、当地域の弥生社会の解明がすすめられている。

今回の調査は、小規模であったが、弥生時代後期後葉の竪穴状遺構を検出することがで

き、この結果から周辺には集落域が存在すると想定される。静清平野では弥生時代後期に

入ると集落数は増加するが、今回の調査成果は曲金微高地の南端部分にも集落が展開する

ことを示しており、今後、静岡平野南部地域の歴史解明が進展することが期待される。

最後に、調査並びに報告書作成に当たっては、静岡県教育委員会文化課、静岡県静岡土

木事務所、静岡市教育委員会等の関係諸機関各位に感謝するとともに、現地調査に参加し

た調査員◎作業員の労苦をねぎらいたい。

2002年10月

財団法人　静岡県埋蔵文化財調査研究所

所　長　　斎　藤　　忠
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おしかすぎもとほりあいつぼ

1。本書は、静岡県静岡市中鹿2丁目506－1に所在する小鹿杉本堀合坪遺跡Ⅱの発掘調査報告書である。

ふじしろ

2。調査は、平成13年度　富士白団地埋蔵文化財発掘調査として、静岡県静岡土木事務所の委託を受け、

静岡県教育委員会文化課の指導のもとに、財団法人静岡県埋蔵文化財調査研究所が平成14年4月か

ら平成14年5月まで現地調査を実施した。資料整理は平成14年6月から平成14年10月まで行った。

3。調査体制は次のとおりである。

平成14年度　所長　斎藤　忠　　副所長　飯田英夫

常務理事兼総務部長　粂田徳幸　　総務課長　本杉昭一　　会計係長　大橋　薫

調査研究部長　山本昇平　　調査研究部次長　栗野克巳

調査研究部次長兼調査研究二課長　佐野五十三　　調査研究員　井鍋誉之

4．本書の国家座標値は日本測地系を用い、現地での基準点測量は㈱フジヤマに委託した。グリッド番

号の呼称は平成6年度に調査した小鹿杉本堀合坪遺跡のグリッド配置図に準じた。

5。遺物実測図の縮尺は土器が1／3、木製品、石製晶が1／2◎1／4で統一をはかった。

6．木製品の保存処理、遺物の写真撮影は当研究所職員が行った。

7。発掘調査資料は、静岡県教育委員会が保管する。

8。本書の執筆は、調査研究員　井鍋誉之が行った。

9。本書の編集は、財団法人静岡県埋蔵文化財調査研究所が行った。

10。発掘調査及び報告書作成に当たっては静岡県静岡土木事務所、静岡市教育委員会の方々には特にご

協力いただいた。深く感謝する次第である。
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第I章　調査の概要

第1節　調査に至る経緯

県営富士白団地は昭和30年代に建設され、築40年以上が経過しており、老朽化が進んでいる。このた

め、この団地内で建て替えることとなり、4階建の共同住宅を建設することとなった。共同住宅建設予

定地内には、西に平安時代の水田跡、井戸跡が検出された小鹿杉本堀合坪遺跡、南に約100mには小鹿蟹

田堀合坪遺跡が存在し、埋蔵文化財包蔵地の可能性が考えられた。こうした状況の中、静岡県教育委員

会文化課の指導のもと、平成13年11月5日から静岡市教育委員会によりテストピット2箇所を設定し、

土層の堆積状況、遺構の有無を確認する調査が実施された。その結果、建設予定地内には弥生時代～古

墳時代の遺構、遺物が確認され、静岡県静岡土木事務所の委託を受け、静岡県教育委員会文化課の指導

のもとに、財団法人静岡県埋蔵文化財調査研究所が本調査を実施することになった。調査面積は105Iがで、

平成14年4月～5月にかけて現地調査を実施した。



第2節　調査の方法

調査対象区には国家座標に合わせて、10m方眼のグリッドを設定した。グリッドの呼称は平成6年度

に調査した小鹿杉本堀合坪遺跡のグリッド配置図に準じた。

調査区は団地内にあるため、周囲を安全フェンスで囲い、安全確保に努めた。また低湿地の遺跡であ

り、湧水や雨水による冠水・水没も予想されたため、排水溝、集水桝、水中ポンプを設置し、壁面の崩

落防止など周囲への影響が出ないように十分配慮しながら、排水作業を行った。掘削深度が3mに及ぶ

ため、調査区壁面は舶度の角度をつけて掘削し、ブルーシートで被覆した。土砂の運搬にはベルトコン

ベアを使用した。

調査開始時における表土除去作業は、0．乃誠のバックフォーを使用し、この時、生じた排土は4㌧ダ

ンプにより場外へ搬出した。また中間層除去作業もバックフォーを使用した。遣物包含層は人力で掘削

作業が行われた。

平面図及び土層図は、縮尺1／20を基本とし、遺物出土状況図などの詳細図は、縮尺1／10で作成した。

写真撮影は、工程記録用として35mmカラーネガ、遺構写真は6×7判モノクロ・カラーリバーサルを使

用し、全景写真は4×5判カメラを用いた。出土遺物は層位別、遺構別に取り上げ、土器、石製晶、木

製品ごとに分け台帳に登録した。
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第3節　調査の経過

現地調査

平成14年4月3日より調査の準備作業をすすめ、4月10日より0．25I産のバックフォーを使用し、表土

除去を行った。この時に生じた排土は4㌧ダンプにて場外搬出した。平成6年度に県立短期大学建設に

伴う発掘調査で、条里水田の坪界線が確認されており、I層で水田遺構の検出を試みたが、今回の調査

区では確認されなかった。

5月の連休中には作業員による現地安全パトロールを実施した。5月第1過は0．25I正のバックフォー

を使用し、中間層の除去を行い、Ⅵ層上面まで掘り下げた。確認調査においてⅦ層は古墳時代中期～前

期の水田耕作土の可能性が指摘されていたが、明確な水田遺構は検出されなかった。

第2週から第3週にかけて、弥生時代後期の遺物包含層であるⅧ層、Ⅸ層の人力掘削を行った。包含

層遣物はテンバコにして5箱の量が出土した。Ⅹ層上面で遺構検出を行い、小穴2基、西壁で竪穴状遺

構を検出した。竪穴状遺構からは土器、炭化した木製品が出土している。

第4週は調査区全景、遺構内遺物出土状況などの写真撮影作業を行った。また、遺構平面図、断面図、

土層図などの実測作業を行い、5月29日には現地作業を終了した。

表土除去作業

表1　調査工程表

4 月 5月 6 月 7 日 8 日 9 月 10 月

準備 ・撤 去工

本調 査

資料整 理 ・報告書 作成

報 告書校 正 ・事 務処理
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資料整理

6月より本部にて本格的な資料整理作業を行った。注記作業の終了した土師器、弥生土器については

分類、接合作業を行った。この時点で、実測可能な土器を抽出し、復原できる土器は石膏入れ作業をす

すめた。また、現地で作成した図面の整理、報告書に掲載する遺構図版下を作成した。木製品について

は清水の江尻台事務所にて実測作業を行い、次に写真撮影、その後保存処理を行った。

実測作業の終了した遣物は写真撮影作業、遣物図のトレース作業を行い、報告書掲載用の図版を作成

した。この一連の作業を終えたものについては1点の遣物に対してカードを作成し、出土遺構、法量、

図面番号、挿図番号などのデータを記入した。カードに記載された項目については、パソコンに入力し、

必要に応じて検索できるようにデータベース化をはかった。遺物についてはテンバコに収納し、報告書

掲載遣物は挿図番号順に、それ以外は登録番号順に収納した。併せて収納台帳を作成し、必要な際はす

ぐに取り出せるようにしている。

土器復元作業
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第Ⅱ章　位置と環境

第1節　地理的環境

小鹿杉本堀合坪遺跡は静岡市中鹿2丁目506－1に所在し、周辺には三菱電機静岡工場、県立短期大学、

済生会病院などがある。かつては水田や畑地が広がっていたが、近年の都市化に伴い、住宅、公共施設、

工場などの密集地帯となっている。

遺跡の存在する静岡平野は、安倍川、藁科川の堆積作用により形成された沖積平野である。北は竜爪

山、嬢機山、西に高草山、東は有度山により囲まれ、南は駿河湾に向けて開けている。

静岡市街地の西側を流れる安倍川は、天竜川や大井川などと同じように「東海型河川」と呼ばれ、急

流大河川で、暴れ川である。この安倍川が流路変遷を繰り返しながら形成した安倍川扇状地は、浅間神

社付近の標高27m辺りを扇頂とし、北から南にかけて低く傾斜し、末端部は標高8mの高さとなってい

る。平野部には谷津山や八幡山などの独立丘が存在するため、扇状地堆積物の東側への張り出しが規制

され、安倍川や藁科川の氾濫の繰り返しによりこの丘陵の両端、隙間には北西から南東にかけてのいく

つもの微高地、低湿地を形成し、複雑な地形をなしている。現在、静岡平野には南から中田、石田、富

士見、久能街道、小黒、曲金、長沼、千代田、北安東の微高地が確認されている。谷津山と八幡山の間

隙には曲金から小鹿を結ぶ微高地が形成されており、遺跡はこの微高地の南側縁辺部に位置する。

砂

地

第4園　周辺地質図（加藤1983）
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第2節　歴史的環境

小鹿杉本堀合坪遺跡の所在する静岡市内の遺跡は、静岡平野および平野縁辺の丘陵に多く分布してい

る。まず小感周辺の調査歴を簡単にまとめる。平成6年度、当研究所によ軋　静岡県立短期太学部静岡

校の建設に伴い、今回の調査区の西側にあたる小鹿杉本堀合坪遺跡摘金東遺跡）の発掘調査が行われ

ている。調査の結果、表層条里から復原した条里地割と坪界線と推定される疑似暖畔が一致し、静清平

野南部における埋没条里も北部同様に表層条里と一致する広域条里型であった事が確認された。他にも

多くの溝状遺構が検出されてお軋　その主軸方位からそれらの藩は、坪内部の地割方向に規制された水

田耕作に関わるものと考えられる。また、集落関連遺構として井戸や士坑が検出されており、坪界線付

近を境に水田域と集落域に分けられていた可能性が指摘されている。遺物の出土が少なく、年代の検討

は困難であるが、井戸から出土した灰粕血から9世紀後半を初現とし、その他の土器からⅢ世塵末まで

継続すると考えられる。

さらに今回の調査区から南東へ摘mの地点で当研究所による小鹿蟹田堀合坪遺跡の調査が平成6年度

に行われており、平安時代から中世にかけての畦畔を確認している。

静岡平野では弥生時代中期以降、多くの遺跡が発見されている。弥生時代の遺跡は安倍川扇状地の微

高地に集落を営み、その周辺に広がる後背湿地に水田経営を行う状況を呈している。中期前葉の遺跡と

しては丸子セイゾウ此　佐渡山遺跡など山地、丘陵のみで確認されている。中期中葉に入ると有東遺跡、

駿府城内遺跡、川合遺跡など平野部で遺跡が確認されるようになる。

その平野南部の有東遺跡は、久能街道微高地上に広がる遺跡である。弥生時代中期中葉から始まると

され、拠点的集落のひとつと考えられる。その他、国指定特別史跡である登呂遺跡、汐入遺跡、小黒遺

跡、有明遺跡などは有東遺跡周辺で弥生時代後期の遺跡として点在している。

小黒遺跡は有東遺跡の北西の小黒微高地上に立地する遺跡であり、住居跡が検出されている。その南

東では豊田遺跡が所在し、住居跡、擁立桂建物跡海　溝状遺構、畦畔が見つかっている。曲金A遺跡は曲

金微高地上に立地する遺跡で、曲会式土器の標式遺跡として知られてお娠　規模の大きい集落と考えら

れるが、詳細は不明である。

このように弥生後期に至っては遺跡数が増加している。また中期以来墓域として利用していた部分の

大半が後期に至っては水田として利用されており、墓域から水田といった土地利用の変化が伺える。

古墳時代に入ると静岡平野周辺においては平野を取り巻く丘陵部や谷津山、八幡山の孤立丘に多くの

古墳群が分布する。中でも谷津山丘陵上に所在する谷津山1号墳（柚木山神古墳）は全長はOmを測る前

方後円墳であ軋　4世紀後半代の築造と考えられている。本地域では最大の古墳である。その他、清水

市牛王堂山古墳、三池平古墳、神明山温号境など有力な前方後円墳、前方後方墳が平野内の独立丘陵に

造られている。中期後半以降は静岡市マルセッコウ古墳、一本松古墳、諏訪神社古墳など主要な古墳が

平野を取り囲む丘陵の尾根に存在する。

古墳時代の集落は明確ではないが、多くは弥生時代から続く遺跡と考えられ、豊田遺跡、小黒遺跡、

曲金A遺跡などが想定される。特に小黒遺跡は八幡山の微高地を中心に営まれた古墳時代前期の拠点的

な集落跡である。居住域と水田域の間には土塁状の遺構や区画溝が配置され、その区画内には棟持柱建

物跡が検出されている。古墳時代の水田跡は曲金北遺跡、東名遺跡、駿府城内遺跡などで見つかってい

る。しかしながら集落遺跡、水田以外の生産遺跡の資料は少なく、今後の資料の増加が待たれるところ

である。
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表2　遺跡地名表
！濁 琴＿i 遺 跡 名 i　　 時 代 1　 種　 別 番り・　 遺　 跡　 名　　　　　　　 時　 代　　　　　　 鍾　 別
l l l小鹿杉本堀合坪遺跡 1　 弥生 （後）古代、冊 t I　 集落 ・水出 諏う「H男 lIl．損群　　　　　　　　　 l骨子　梯　　　　　　　 心．・　 －・tで
恒　 小鹿蟹田堀含坪遺跡 i　　　 古代～中世 永日 一汗 IH 川追跡　　　　　　　　　　　 ’川l、　卜　 　ゝ　　　　　　 作・■ト 布地

3　 曲金A 遺跡　　　 l　　　 弥生～古墳 集落 栖 匪 i 遺跡　　　 i　 針 目 後日 阜鉦 j山仕　 圧 落 ・授布地
1 曲金北遺跡　　　 l　　　 弥生～、ド安 道 ・水出 両 胸 舶　　　 l　　　 出 し　　　 1 1

i＿＿＿5　極 金B 遺跡　　 i　　　 吉墳～出 ℃ 集落 ・膏 j‾（澤 ヽ
油 神社 柚 ．．こ　　　　　　　　 †骨ト（格　　　　　　　 臣－・

し
石塞l 6　巨 菱工場内遺跡　 l　　　　 r㌧代 散在地 ii　細岡大学構l太いげ…、　　　　　 上的　 ′鼻　　　　　　　　 ノタ、・．－′

1 7　檀 田遺跡　　　 l 弥生 伸 ）、古墳 （前） 集落 ・水出 ・京 12　 大技 封遺跡　　　　　　　　　　 l日． lr　　　　　　　　　　　　　　　l
1 8 l小黒遺跡　　　 l 弥生 （後）～古墳 （前） 集落 ・水出 H‖ ノ良 l 遺跡　　 l　　　 帖 帯　　 l 酎 直也
i＿　9 ‾‾‾極 東遺跡　　　 i 弥生 仲 も後）古墳、榊 ヒ 集落 ・水間 ・星 日 日溝 田遺跡　　 l　　　 粧 ！

上　　　　 I I投4 f地
1 10 幅 明遺跡　　　 l　　 弥生 （後） 集落 l！‖ さそく投刷 ‡　 l　　 古墳 （後）　　 ！　 吉墳
l ll 有東砦跡　　　 l　　　　 冊 と 城針 1月 ささご砧 封亦　 l　　　 粧文　　　　 ！　 散4f地
1 12 l八幡山古墳群　　 l　　　 古墳 （後） 横穴式石圭 j7　域liノ内山遺跡　　　　　　　　　　 ′lれ′∵　　　　　　　　 l i1 13 1八幡山城跡　　 I　　　　 r伸 城飾 l lP‖ 小姑 －湘 汀　　 l　　 朝 川 モ）　 ‾ 「…頂 元 石 高こ石嘉‾‾‾

11 は 子商校遺跡　　 l　　　 弥生 （後） 集落 l H l月i付 両日遺跡　　 1　　　　 弥′ ！　 集落
1こ月 八幡 5 丁目遺跡　 ！　 古墳 伸 ）、中世～近llt 集落 ・水出 上 の 極 ノ内両奥棚　　　　　 減 磯 ）　　　 横穴 祐 実
16 け イセイ遺跡　　 l　　　 奈良～近世 集落 ・水出 51 匝llノ人い遺跡　　 l　　 拙文 （ l ＼⊥ヽイ1

両　　　 ！ 集落　 点17 憮 ノ道遺跡　　 l弥生 伸 ）～両 賞 伸 上 、ド妄 集落 ・水出 ・幕 12 「机 待 裏遺跡　　　　　　　 粧 　ヽ　11
丈　　　　　　　　 散在地

18 匝 消防署内遺跡　 l　　　 弥生 ・古墳 集落 ・水間 ∴；日日同 上、そ吉出　　　　　　　　　　　 血．・こ Fj
′弁　　　　　　　　　　　 ノI・ －′l′

19 I登呂遺跡　　　 1　　 弥生 （後）古墳 集落 ・水川 ーj 紺 L山間 t　　 l　　 刷 日 卸を＋ …… 「面元 前 高司石塞
20 は 神森遺跡　　 l　　　　 古墳 散布地 吊 ～日！け晶紺羊　　 l　　 朝 日 く　　　　　　　　　　　　　　し／＼⊥ヽ†I

椎）　　　 前 てこ訂 訂‾1

丈　　　 ！　 渠落
21 1＿＿＿休 洗遺跡　　　 l 弥生 （後）、古墳 揃 ） 集落

l
6 扶 ‘lそ遺跡　　 l　　　　 封じ・

22　下島遺跡　　　 ！　　　 弥′巨 古墳 慮　　　 散布地
l
7 持 ノ久備遺跡　　　　　 弥′！ニ　柄 ・y

’害す 咋　「　 ‾茄
軍3 汐入遺跡　　　　 l弥生 （後）、古墳 伸 ）、冊 〔 集落

l
8 陳 fj ，ヽ跡　　　 i　　　　 弥′I

i　 痕 ‾1
21 元宮川神明原遺跡 l　　 縄文 （後）、冊 t 集落 ・祭祀

l
月 ’H t跡　　　 ！　　　　 弥′ ・7各

l　 酢在地
25 蛭田遺跡　　　 l　　　 縄文 （後） l　　 集落 60 日 ノl

ノ
坪遺跡　　 1　　　　 弥′

一　目
散丞’地

26 l東大谷古墳群　　 l　　　 古墳 （後） 横穴式石圭 61 沼ili跡　　　　　　　　 弥′主、出 l l出仕　　　　　　 ノ
27 l上ノ山遺跡　　　 1 縄文～古墳 集落 ・古頃 諒 濁 lli瀬　　　 ！　　　　 朝 　ヽヽ i　 集 12 8 l日向山古墳　　 l 古墳 （後） 古墳 （横穴式石室） 五日 長沼－融　　　 1　　　 両 ん＿一ん＿麺＿

糸）　　　　　　　 i
2 9 匝 庄段遺跡　　 l 縄文 ・弥生 集落 ・散在地 8 1 1茶 値 頃　　 l　　 古頃 （f
30 1井庄段古墳群　　 ！ 古墳 （後） 横穴式石圭 桁 圧 す ！

某　　　　　　　　　　 ＿＿ilまI
’；t描、　　　　　　　　　　　　　　 fl／－／・　　　　　　　　　　 F

3 1 匝 庄谷南谷横穴群 l　　　 古墳 （後） 横穴 6両 井 ！モ周 等　　 i　　 湖 腰 ）　　 ‾‾型 建 立堅

城　　　　　　　 誰′・ ′井　　　 川 ・こ　、′・　　　　 仕組　　 ・p32 1伊庄谷北谷横穴群 l　　　 古墳 （後） 横穴 67 線 イ’ ！
33 匪 山横八群　　 l　　　 古墳 （後） 横穴 68　柚 ’、’乍　　　　　　　　　　　　　 「′い 才一塵
3月 清泉寺窪遺跡　　 l　　　　 縄文 散布地 佃　 ノ、’＝　 卜㍍什一二　　　　　　　 上狛　 ’′・ 1．
街 憧 泉寺窪瓦窯　　 I　　　 Jf代 古窯
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第3節　基本層序

小鹿杉本堀合坪遺跡の基本層序は、県立短期大学建設に伴う小鹿杉本堀合坪遺跡の1次・2次調査の

成果を基本にしており、整合性をもたせている。名称については過去の調査との混乱を避けるためロー

マ数字を使用し細分についてはa・bとアルファベットを付した。また、砂・シルトの互層といった自

然堆積層に関しては大まかに捉えることとした。今回の調査では標高10．8mを測る現地表面から約3m

下までの土層堆積状況を確認した。

第I層　灰褐色シルト

粘性が強く、しまりがある。

層厚は30cmで、炭酸鉄のブロッ

クが認められた。

第Ⅱ層　灰色粗砂

灰色の中粒～粗粒の砂で、し

まりはややある。

第Ⅱ層　灰色シルト・砂

灰色の粗い砂と灰白色のシル

ト～細砂の互層である。

第Ⅳ層　暗青灰色粗砂

粗い粒子の砂で、混入物はほ

とんど含まない。

第Ⅴ層　暗青灰色シルト・砂

粘性は強く、しまりはやや弱

い。

第Ⅵ層　暗オリーブ灰色粘土

粘性は強く、しまりは弱い。

第Ⅶ層　暗青灰色粘土

粘性は強く、しまりは強い。

Ⅷ層の巻き上げが認められるこ

とから水田耕作土の可能性があ

る。

第Ⅷ層　黒色粘土

植物遺体が残存している。粘

性・しまりややあり。層厚は

10cm～15cmであり、受口状口縁

台付聾が出土している。古墳時

代前期の包含層と考えられる。

第Ⅸ－a層　暗茶色礫混粘土

植物遺体が残存し、焼土、炭

化物が竪穴状遺構周辺で顕著に

認められる。弥生時代後期後葉～

古墳時代前期の遺物包含層であ

11．00m－

10．00－

17－a

6．00－

19

20

21

5．00－
24

25

1暗灰色砂質半占土
2灰色砂混粘土
3秒・シルト互層
4灰褐色シルト
5黒色粗砂
6秒・シルト互層
7灰色粘土
8黒色う尼炭
9暗褐色土
10暗褐色礫混じり粘土
11秒礫土
12灰色租砂
13秒・シルト互層
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I　　灰褐色シルト
Ⅱ　灰色租砂
Ⅲ　灰色シルト・砂
Ⅳ　暗育灰色粗砂
V　暗青灰色シルト・砂
Ⅵ　暗オリーブ灰色粘土
ⅥI　暗青灰色粘土
Ⅷ　黒色粘土
Ⅸ－a暗茶色礫混粘土
Ⅸ－b黒褐色礫混粘土
Ⅹ　黒褐色砂礫土
ⅩI　灰色砂礫土
ⅩⅡ　灰色租砂

14シルト・粘性シルト互層
15褐色シルト～細砂

16灰色シルト・灰色粘性シルト互層
17灰色粘土
18灰色粘性シルト
19黒色泥炭
20褐色粘土
21黒色泥炭
22褐色粘土
23灰色粘土
24暗褐色泥炭
25灰色＊占土
26灰色砂

第6図　基本土層図



る。

’．、ご一読：∴三　言韓・宇彗言上∴

上層よりやや暗く、炭化物が少量認められる。緑灰色細砂がブロック状に混入する。下位には砂質粘

土が一部認められる。弥生時代後期複葉の包含層である。

第Ⅹ腰　黒褐色砂礫豊

小磯を多量に含む。粘性は低く、しまりは強い。遺構はこの上面で検出している。層厚は25cm～35cm

を測る。竪穴状遺構はⅩ層まで揺り込まれる。

第刃腰　灰色砂礫豊

灰色粗砂を基に小磯が多量に含まれる。砂の部分は含水が多く、湧水が著しい。

本調査区の土層堆積状況は平成6年度に調査を行った小鹿杉本堀合坪遺跡の基本層序と比較検討した

ところ、鍵層と考えている第Ⅷ層、第Ⅸ層が、温次調査の8層の黒色泥炭層、9層の暗褐色土に相当す

ることが判明した。また、特定は出来ないが㍉他にも71信　7「施層がⅥ、Ⅶ層に相当する可能性があ

る。b層への巻き上げや炭酸鉄が認められていることから水野耕作士の可能性がある。今回の調査では、

明確に確認されなかった。

今回の調査では、且層～3層に至る士層は造成による削平を受けており確認されなかった。遺構包含

層及び遺構検出面は、第Ⅷ層が古墳時代前期の包含層、第Ⅸ層が弥生時代後期後薬の包含層、第Ⅹ層が

遺構検出面になる。第Ⅹ層の黒褐色砂礫土は小鹿周辺で確認されてお軋竪穴状遺構が確認された地区

においては標高が高、安定した微高地を形成したことがうかがえる。
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第Ⅲ章　遺構と遺物

第1節　検出遺構と出土遺物

概　要

検出した遺構は竪穴状遺構1基、小六2基である。検出面は第Ⅹ層の黒褐色砂礫土上面で竪穴状遺構

の埋土は上面に緑灰色粗砂が堆積しており、識別は容易である。遺物包含層は第Ⅷ層～第Ⅸ層で第Ⅷ層

は古墳時代前期の包含層で、第Ⅸ層は弥生時代後期後葉の包含層である。

出土した遺物は土師器、弥生土器、石製晶、木製品などである。出土遺物の大半を占めるのは、弥生

土器で出土総量はテンバコにして5箱である。器種でみると台付襲、折り返し日録壷が量的に多く、高

杯、単純口縁壷等は少ない。弥生土器の大半は第Ⅸ層－aの暗茶色礫混粘土層からの出土である。石製晶

は砥石、敲石、台石が出土している。遺物がまとまって出土したものは竪穴状遺構であり、木製品もす

べてここから出土している。他にSPlからも土器片の出土をみているが、図示し得るものはない。

⊂）

ぐつ

トー

［

lI

＞

＋

C）

くり

卜ヽ

l

ll

＞－

＋

⊂〉

ト．

I

Il

＞

＋

第7囲　調査範囲図
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4m

第8図　遺構全体図

1　竪穴状遺構（第8・9図　図版4）

竪穴状遺構は調査区西壁にかかっており、およそ1／3程度検出されたにすぎない。平面形は不整形な楕

円形と推定される。検出長は3．6m、0．9m、掘込みの深さは最大で0．45mを測る。掘方外縁には板材が

1点はめ込まれており、住居の羽目板とも考えられる。底面は、南から北にかけて低く傾斜している。

覆土には、緑灰色粗砂が堆積し、下部にはレンズ状に炭化物層が厚さ10cmほど集積しており、竹笹類で

はないかと考えられる。緑灰色粗砂から遺物は出土しておらず、黒褐色粘土層や炭化物層から、炭化し

た建築材、刹物容器、へラ状木製品、土器が出土している。所謂、焼失住居の可能性も考えられるが、

柱穴、炉跡は確認されていないため、断定はできない。3層の炭化物層は4・5・6層が埋没した段階

で堆積しているため、焼失した住居の部材を一括して廃棄した土坑の可能性が強い。いずれにしても近

隣には集落域が想定される。

SPl・2（第8図　図版3）

小穴は調査区北東側で2基検出された。ともに楕円形を呈し、径0．36m～0．3m、深さ0．18m～0．15m

－12　－



Ul喜
1．線灰色租砂
2．黒褐色粘土

4．黒褐色礫混粘土一炭化物含む
5．黒褐色粘土

3．炭化物層・焼土ブロック含む　6．暗褐色粘土

を測る。

覆土は黒褐色粘土で、青灰

色砂のブロックを若干含む。

SPlより土器片が数点出土

している。

2　竪穴状遺構内出土土器

（第10・11図　図版5）

1は壷の底部から胴部片で

竪穴状遺構内東側の6層上面

から出土している。無花果形

を呈し、底部には木葉痕が残

存する。外面下位から屈曲部

にかけて横方位のミガキ、上

位にはタテミガキが施される。

内面はヨコパケ調整が施され

る。弥生時代後期後葉に比定

される。

第9園　竪穴状遺構実測図

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　2m

第10図　竪穴状遺構出土土器実測図（1）
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第11図　竪穴状遺構出土土器実測図（2）

2～7は壷の破片である。2は単純口縁壷の口縁部で、端部は面取り。3・4は複合口縁壷の口縁部

である。3は複合部上位に、横位に粘土帯を貼り付け後に、6本の棒状浮文を付ける。端部は面取り。

4は複合部を屈曲させ、外面に粘土帯を貼り付けている。5～7は壷の底部～頸部片である。5は無花

果形を呈し、底部から胴上位にかけて横位のへラミガキが施される。肩部は上段RL縄文下段はLR縄

文を施した後、棒状浮文を貼付する。弥生時代後期後葉に比定される。6は頸部～肩部にかけての破片

で、外面はハケ調整を施し、3点1単位の円形浮文を貼付する。内面は、パケ調整後ヨコナデ。7は胴

下位に最大径を有し、にぷい稜をもつ。外面下位はヨコへラミガキ調整、中位にはタテへラミガキ調整

を施す。内面はヨコパケ調整。8～12は「く」の字状口縁台付賓である。8は刻目が入らない。9は屈

曲がやや弱く、端部に刻目が入る。10～12は脚部片で、11の外面は斜位のパケ調整後にナデ調整、内面

はヨコハケ調整が施される。底部にススが付着している。12は直線的に大きく開く。天井部はナデ調整。
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詔　竪飛状遺構肉出藍米製品（第12図1～10　図版12）

1～7は建築材の可能性のある木製品である。材のすべては、ほぼ全面にわたり炭化している。加工

が残るものは、わずかに且車2の方形孔のある板目材であるが、これも炭化欠損が著しく、器種用途は

特定できない。

4も表裏両面にV字に切り込まれた加工がある。3e5～7は角柱状に加工された製品ではなく、作

りが粗雑である。この他にも炭化した木材が何点か出土しているが、いずれも建築材の可能性がある。

8は用途不明木製品。芯持ち材で作られた完形品である。上端部をやや細く削りだしてあるものの、

断面形は不定形で丁寧なっくりではない。図示した木製品の中では、唯一の広葉樹材である。

9は別物容器の底部分である。木取りは横木取り柾目。日録部と胴部が欠損しているため、容器の形

状は不明である。底径は6・4×504cmの丸底で、ほぼ平滑面である。内椀面と外椀面から底部にかけて黒

い顔料と思われる痕跡が残っている。

10はヘラ状木製品である。非常に丁寧に作られた完形晶であるが、器種◎用途は杓子などの食事具と

は断定できない。下端部縁辺は、かなり使い込まれたようで、著しくすり減っている。ヒノキの板目材。

細い軸部から下は斜めに肩が削り出され、下方へ向かってやや幅が狭くなる形状である。表面は樹皮の

ような付着物が残っていることから、材の表皮面の端材から作られた製品とも考えられる。一九裏面

は平坦な面が作られ、刃物による細かい加工痕が残る。

本遺跡の木製品は全て竪穴状遺構から出土したもので、炭化物層以下の層位から出土している。炭化

した木製品が多いのは、不要になった木材の焼却処分か、もしくは火災等で焼失した住居の部材が投棄

されたものと考えられる。また、9◎10のような生活用具が出土している点からも、本遺跡が集落に近

接した場所か、もしくは集落内の生活域である可能性が高い。

製品に使われた樹種は圧倒的に針葉樹が多く、スギ材を使用している。この傾向は、静清平野の他の

弥生時代～古墳時代前期の集落遺跡、水田遺跡から出土した木製品と同様である。

表3　出土木製品計測表

番号L 邁 郵 「 つ　 ヰ藤 子 極 蔽 層位「 面 前 樹種 i　 長さ （郡） 幅 （珊）　 厚さ （cm）極藩

1 建築材 i 竪穴状遣魂　 板目 i スギ i　 ［弧 6］ i 13．4　　 F‾‾‾‾‾2．4　 幅蔽

i　 13　 ！ 2．3 ！料‾巨

！　 6．1　 i 6．8 十 ‾‾‾‾…‾‾

I‖ 建築材 ！ 竪穴涼遺議「‾‾‾‾　板目 スギ ！　 ［30湖

3
4 i

i 建築材 ！

建築材 i　　 i

竪穴状遺癖　 板目 ヒノキ ［27．0］
竪穴状遺構 板目 スギ 13．5 ［10 9］　　　　 4 4

招用途不明木製璃棒状木製品趣穴状遺構！柾目 ス＿；‾；iィ虹 萱識 ii＿ …－一望 ＿＿‾＿讐

スギ　　　　　径64×54　　　　　　古賀。

肇＿＿！用途不明木製感攣状木製品趣穴状遺癖　 板目

月 用途不明木製感棒状木製品趣穴状遺癖　 板目
8 海途不明木製感棒状木製品趣穴状遺癖　 芯棒材
両　 容器　 i 別物 竪穴状嘉義海哀嘉り料司

捕　　　 食革具　　　　 へラ 竪穴状遺構　 板目　　 ヒノキ　　　　 11・5　　　　 身　 長さ7．5　幅6．2

柄　　 さ4 3 石18　‥ヤ

※樹種同定は当研究所保存処理室長西尾太加二が行った。
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第12園　竪穴状遺構出土木製品実測図
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誉㌦？！ノ∵八′十一　三才

1　土器

小鹿杉本堀合坪遺跡では、弥生時代後期～古癖時代前期の土器がテンバコにして5箱分出土している。

検出された遺構は、竪穴状遺構鼠基、小六2基のみであり、調査面積が狭いにもかかわらず、多量の土

器が出土したといえる。土器については全体的に良好な状態であ軋　あまり摩耗はすすんでいない。土

器の出土量や竪穴状遺構から建築材と思われる木製品が出土していることから、周辺には集落が存在し

たと考えられる。器種には嵐婆、高取鉢などがあり、太半が弥生時代後期複葉～古墳時代前期の土

器に比定される。壷が圧倒的に多く、ついで婆が多く出土している。その他の高坪や鉢類は少ない。今

回出土した古墳時代前期の土師器と弥生時代後期後薬の土器群との識別は出土層位もほぼ同一であるこ

とから明確に区分できないためここでは一括して取り上げる。
恵
望

単純m線壷（第13図13～16　図版7）

1～蟻は単純日録壷の目線部である。13はやや外方に開き、外面にパケ調整。鼠4は直線的に開き、端

部でやや外方に屈曲する。外面はヨコナデ調整。15はやや外反しながら、外方へ開く。端部は面取りさ

れる。外面はタテパケ調整、内面はヨコパケ調整。16は緩やかに外方に開き、端部は面取りされる。

折返し描線壷（第13図17～35　図版567）

鼠7～35は折返し日録壷の日録部である。膵は外方に外反し、折返し面に棒状浮文が3個つく。折返面

にはパケ調整が施される。断面は方形を呈する。且8は外方に外反し、端部に棒状浮文がつく。外面はパ

ケ調整、内面はヨコパケ調整。17珍18は弥生時代後期末に比定される。臓は大きく外反し、断面は方形

を呈する。端部は面取りされる。胎士から静岡県東部の東駿河地域からの搬入晶と思われる。弥生時代

後期末に比定される。20は外方に外反し、折返し面には斜位に刻みが施される。外面はタテパケ調整、

内面はヨコパケ調整。断面は方形を呈する。静岡県西部の東遠江地域からの搬入晶と考えられる。2餌ま

外方に外反し、折返し面にRL縄文を施す。外面は、ヨコパケ調整後にLR縄文を施す。断面は方形を

呈する。22は日録部外面にタテヘラミガキ調整、内面はヨコへラミガキ調整が施される。折返し面には

棒状浮文がつく。折返し面下部には穿孔が施される。内面は羽状縄文が施される。23は外方に開き、折

返し面の断面はやや厚い方形を呈する。折返し面はパケ調整後、RL縄文を施す。内面は羽状縄文を施

す。目線部外面はヨコナデ調整、内面はヨコパケ調整。22623は古墳時代前期に比定される。

24は外方に外反し、断面は方形を呈する。折返し面にはハケ調整。内面は表面が摩耗しているため不

明。26は低い折返し面がつき、内外面ともにハケ調整。27は大きく外反し、折返し面にLR縄文を施す。

断面は方形を呈する。28は外方に外反し、折返し面の断面は、低い方形を呈する。端部は面取り。内面

にRL縄文が施される。29は外方に外反し、低い折返し面がつき、やや丸みを帯びる。端部は面取りさ

れる。30は外方に外反し、やや丸みを帯びた低い折返し面が付く。31は外方に外反し、折返し面の断面

はやや丸みを帯びる。外面はパケ調整。32は外方に外反し、断面はやや丸みを帯びる。33は低い折返し

面がつく。内外面はパケ調整。34は日録部が直線的に延び、低い折返し面がつく。外面はタテパケ調整、

内面はヨコパケ調整が施される。端部は面取り。35は折返し面の幅は狭く、低い。表面摩耗のため調整

不明。

複合日経壷（第14図36～47　図版7）

36～47は複合目線壷の日録部片で、36～畑ま複合部に棒状浮文がつくものである。36～39は、複合部

上位に横位に粘土帯をつけるものである。36は複合部上位にやや厚い粘土帯がつき、3本1単位の棒状

浮文がつく。複合部上位には2個1単位の穿孔が施される。日録部外面はパケ調整後、櫛描波状文が巡
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第13図　包含層出土土器実測図（1）

る。内面はパケ調整。弥生時代後期末に比定される。37はやや広い幅をもつ複合部に4本1単位の棒状

浮文がつく。38は4本の棒状浮文がつき、複合部下位に穿孔が認められる。39は2本の棒状浮文が認め

られる。40は2本の棒状浮文がつく。41は複合部にパケ調整後、棒状浮文が1本認められる。42は5本

の棒状浮文がつく。43は棒状浮文が付き、端部に突起がつく。37～43は古墳時代前期に比定される。

44～47は棒状浮文がつかないもので、古墳時代前期に比定される。44は複合部に斜位のパケ調整が施

される。45～47は口縁部が外反し、複合部は屈曲させ、外面は粘土帯を貼り付けている。端部は面取り
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第14図　包含層出土土器実測図（2）

される。48はやや外反した口縁部をもつ。内外面にパケ調整が施される。

二重口縁壷（第14図49　図版7）

49は小型の二重口縁壷の口縁部片で、竹管状工具による円形刺突文が施される。古墳時代前期に比定

される。

直口壷（第14図50　図版7）

50は直立ぎみに立ち上がり、外面はパケ調整後にヨコへラミガキ調整、内面はヨコパケ調整後にヨコ

へラミガキ調整を施す。古墳時代前期に比定される。

壷頸部片（第15図51～69　図版5・8）

51～69は壷の頸部から胴部の破片である。縄文を施すものとパケ調整を施すものに大別される。51～

54・56は縄文を施すものである。51は、頸部外面にS字状の結節文を伴うRL縄文が施される。内面は

ヨコパケ調整052は肩部がやや張り、口縁部は外反する。外面肩部にはS字状結節文を伴う上段LR下

段RL縄文を施し、3個1単位の円形浮文がつく。53は肩部にLR縄文を施し、3個1単位の円形浮文

が3箇所につく0頸部外面はタテのへラミガキ調整、内面は指頭痕が残る。54は肩部にS字結節文を伴

うLR縄文が施される。

55・57～60はパケ調整を施すものである。55は細い頸部に外面はパケ調整、内面は板ナデ調整。56は

外面に細かい羽状縄文、内面に板ナデ調整を施す。円形浮文が1個つく。57は外面にパケ調整後にナデ

調整、内面はヨコパケ調整。58は外面にタテパケ調整、内面は板ナデ調整。59は外面にパケ調整を施す。

60は肩部は丸く張り、細い頸部につながる。外面はパケ調整後にナデ調整、内面は板ナデ調整。

ー19　－



∴‥、、
‾　、∴

任54

（…（‾　＼＼

＼

第15図　包含層出土土器実測図（3）

－　20　－



し上ク7。＼b⊥♂1

＼＿五二二鳥

＼＼」』⊂二盈

＼瓜連聖霊2

几

′
′′　′

l　細一／′・′

＿＿＿三：1＿＿上、＿／　72

＼＼二重丸∠烹

＼＼＼」立已勇吉

／

／．／ク／
T一一一一一一／／

←－＿－／

ヽ－」⊂二盈4

第16図　包含層出土土器実測図（4）

－　21－



59～67には円形浮文が貼付されるものである。63◎64は櫛措き波状文が横位に巡る。64は円形浮文が

2点つく。65の66には円形浮文がi点つく。酢は　個　単位の円形浮文がつく。68は胴中位に最大径を

測る。外面は胴部下位にタテのヘラミガキ調整、内面にはヨコパケ調整が施される。古墳時代前期に比

定される。69は球胴状の胴部を持ち、胴中位に最大径を測る。底部はやや上げ底である。外面はタテの

へラミガキ調整、内面は指頭圧痕が残る。古墳時代前期に比定される。

壷底部姥（第16図70～89　図版9）

70～89は壷の底部片である。70～72は小型の壷の底部片と思われる。73e74は底部の厚さが薄い。76～

80は底部の厚さが厚い。80は外面にヨコへラミガキ調整、内面はヨコパケが施される。82砂83は底部の

厚さが薄い。86e87◎89は底部に木葉痕がみられる。86は底部が外にやや張り出すもので、胴はかなり

開く。88は胴下位に最大径を測り、やや緩やかな稜をもつ。89は屈曲は弱いが、胴下位に最大径を測る。

外面はヨコへラミガキ調整、内面下位はヨコパケ調整、中位にはヨコナデ。

聾

「く」の寧状口縁台付聾（第17図90～116　図版5昏10◎11）

9～Hはくの字状日録婆のロ録部片で、90～104は端部に刻みがはいるものである。90～92は端部全

体に刻みをいれるものである。93～104は、面取りした端部下端に、刻みを入れるものである。103は日

録部に低い粘土帯を付け、端部に刻みを入れる。

鼠0～Hは、刻みを持たない寮の日録部である。105は頸部が緩やかな稜をもち、端部は面取りされる。

外面はヨコパケ調整、内面はヨコパケ調整。酎径は20．4cmを測る。106は胴部中位に最大径をもち、頸部

は稜をもちながら屈曲する。端部は丸く仕上げる。外面は板ナデ調整。口径2465cm胴部最大径2滴mを

測る。用は頸部が稜を持ち、屈曲する。外面はパケ調整、内面はヨコパケ調整。端部はやや丸く仕上げ

る。108はくの字に屈曲し、目線部外面はナナメパケ調整で内面はヨコパケ調整。用は稜を持たず屈曲

し、日録部はヨコナデ調整。110は頸部は稜を持たずに屈曲し、目線部が大きく外傾する。端部は面取り

される。

111～115は屈曲が弱く、緩く外反するものである。1mま外面がパケ調整後にナデ調整。内面はパケ調

整である。H2は外面にパケ調整後にナデ調整。内面板ナデ調整。端部は面取りされる。内面は板ナデ調

整。113は目線端部は面取りされ、内外面パケ調整。11射ま日録部が短く外反し、端部は面取りされる。

外面はパケ調整後にナデ調整。内面はパケ調整。は5は日録部が短くやや外反し、外面はナナメパケ調整

を施す。内面は板ナデ調整。116はやや直立ぎみに立ち上がり頸部にタテパケ調整が施される。内面はパ

ケ調整後にナデ調整。

丸底整（第1図は　図版6）

ま17は丸底の婆で無花果形を呈し、日録部は稜をもちながら屈曲する。端部は面取りされる。外面はパ

ケ調整、内面は摩耗のため詳細は不明である。古墳時代前期に比定される。

受口状目線整（第17図118　図版10）

118は受口状日録婆の日録部である。温点のみの出土で、古墳時代前期に比定される。

寮の脚部片（第18図119～135　図版は）

119～135は台付婆の脚部片である。H9は厚手で、やや内湾気味である。外面はパケ調整後にナデ調整。

120の脚部は、内湾気味である。外面はパケ調整、接合部はパケ調整後にナデ調整を施す。内面はナデ調

整。端部は面取りされる。121は直線的に広がり、外面はパケ調整後にナデ調整。内面はパケ調整。端部

は面取りされる。122は外面がハケ調整のちにナデ調整、内面は板ナデ調整が施される。内面は下位にヨ

コパケ調整。124～135は脚部の接合部片である。

…　22　…
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高杯（第18図136～142　図版6・11）

136・137は高杯で、古墳時代前期に比定される。136は高杯の師部で碗状を呈し、端部は丸く仕上げる。

外面は斜位のヘラミガキ調整、内面はヨコへラミガキ調整が施される。137は直線的に立ち上がり内外面

にへラミガキ調整が施される。138～142は開脚高坪の脚部である。138は外面にタテへラミガキ調整で内

面はヨコへラミガキ調整が施される。139は外方に低く開く脚部で、透かし孔を4方に穿孔する。外面は

ヘラミガキ調整、内面はパケ調整を施す。140は外方へ低く開く脚部で、透かし孔は3方に穿孔する。外

面はタテヘラミガキ調整、内面は板ナデ調整を施す。141は外方に低く開く脚部で、外面はタテヘラミガ

キ調整、内面は板ナデ調整が施される。142は端部がやや外反し、薄手である。脚部下位にはヨコハケ調

整、中位はハケ調整のちにナデ調整を施す。弥生後期後葉に比定され、在地の高坪と考えられる。

鉢（第18図143～145　図版6・11）

143はやや上げ底で、口縁部は直線的に開く小型の鉢である。外面はハケ調整後にヘラミガキ調整、内

面は放射状にへラミガキ調整が施される。口径11．1cm、器高4．2cmを測る。出土層位から古墳時代前期に

比定される。

144・145は球胴状の胴部を呈する鉢あるいは短頚壷である。内外面ともにパケ調整を施す。144はやや
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緩やかに外反する口線部に球胴状の胴部をもつもので、外面は頸部にタテパケ調整。145は球胴状の胴部

に日録部はやや外反する。折返し部はやや丸く仕上げる。外面はタテパケ調整、内面は胴部中位にパケ

調整が施される。古墳時代前期に比定される。

表4　出土土器観察表（1）
番 号 i 位 置 ・渡 橋 l 層　 位 l 器　 種 l　 部　 位

法　 蟄 l　　 胎　 土 色　 調　　　 l　　 備　 考

1 l 竪 穴 状 遺 構 6 層 上 面 壷 底 部 ～ 胴 部 底 径 10 ．2　 胴 部 最 大 径 （2 8 ．8 ） l　 白色 粒 子　 石 英 10 Y R 7 ／4 にぷ い貴 橙 色 ！　 弥 生 後 期 後 葉

2 l 竪 穴 状 遺 構 覆 土 壷 ロ縁 部 口径 （10 ．2 ） 白色 粒 子　 小 磯
し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼

10 Y R 6 ／3 にぷ い黄 橙 色 ！　 弥 生 後 期 後 葉
3 I 竪 穴 状 遺 構 覆 土 壷 ロ線 那 小 磯　 白色 粒 子

＿ヽ′く
10 Y R 6 ／2 灰 黄 褐 色

／　　　　　 某

古 墳 前 期
4 竪 穴 状 遺 構 覆 土 壷 ロ線 郡 白 色 粒 子 7 5 Y R 6 ／3 にぷ い褐 色 古 墳 前 期

5 竪 穴 状 渡 橋 覆 土 垂 底 部 ～頚 部 底 径 9 ．25　 胴 郡 最 大 径 1 9 ．6 小 磯　 白 色 粒 子
＿ヽ▼く

1 0 Y R 7 ／3 に ぷ い 黄 橙 色 弥 生 後 期 後 項

6 竪 穴 状 遺 構 孝 土 壷 頸 部 白 色 粒 子　 石 英
し

1 0 Y R 6 ／2 灰 黄 褐 色
7 　ヽ 傾城肌姿菜

弥 生 後 期 後 菜
7 竪 穴 状 遺 構 3 層 壷 底 部 底 径 （9 ．6 ） 白色 粒 子 10 Y R 6 ／ 1褐 灰 色

／

古 墳 前 期
8 竪 穴 状 遺 構 6 層 上 面 窒 口線 那 小 磯 2 5 Y 灰 白 色 弥 生 後 期 後 秦

9 竪 穴 状 遺 構 覆 土 蟹 ロ線 郡 白色 粒 子 1 0 Y R 7 ／2 に ぷ い 黄橙 色 ノ　　　　　ノ　‘一．－‘

1 0 竪 穴 状 遺 構 覆 土 饗 脚 部 小 磯　 白 色 粒 子
＿ヽ．

1 0 Y R 6 ／1褐 灰 色 ノ　　　　　ノ　　ー1－

1 1 竪 穴 状 遺 構 2層 蟹 脚 部 裾 部 径 10 ．4 小 磯　 白 色 粒 子 5 Y 7 ／1 灰 白 色 ノ　　　　　ノ　　ーヰ．

12 竪 穴 状 遺 構 5 層 蟹 脚 部 裾 郡 径 （12 ．0 ） 石 英　 小 磯 10 Y R 6 ／2 灰 黄 褐 色 弥 生 後 期 後 菓

13 排 水 溝 西 Ⅸ －a 恵 口 縁 那 口径 （8 ．7 ） 小 磯　 白色 粒 子 10 Y R 7 ／2 にぷ い黄 橙 色 古 墳 前 期

14 西 壁 Ⅸ －a 壷 ロ線 那 小 磯　 白色 粒 子
　 」

7 5 Y R 7 ／3 にぷ い橙 色 古 墳 前 期

1 5 排 水 溝 西 Ⅸ －a 壷 ロ線 那 口 径 （12 ．9 ） 小 礫　 白色 粒 子
．ヽ＿

2 5 Y 6 ／2 灰 黄 色 古 墳 前 期
1 6 北 Ⅸ → b 壷 ロ縁 部 小 磯　 白色 粒 子 7 5 Y R 6 ／3 にぷ い褐 色 古 墳 前 期

1 7 T P 2 Ⅸ －b 壷 ロ緑 郡 小 磯
・ヽ．

1 0 Y R 6 ／2 灰 黄 褐 色 弥 生 後 期 後 納
1 8 集 水 桝 Ⅸ－b 恵 ロ級 那 小 磯　 白 色 粒 子 1 0 Y R 6 ／2 灰 黄 褐 色

狙空欄拶椚数菓
l　 弥 生 後 期 後 葉

1　 弥 生 後 期 後 －
1 9 排 水 港 北 Ⅸ－b 壷 口線 那 口径 （19 ．0 ） 小 磯　 白 色 粒 子 1 0 Y R 7 ／3 に ぷ い 黄 橙 色
2 0 北 Ⅸ－ b 壷 ロ線 那 口径 （13 ．9 ） 小 磯　 白 色 粒 子

＿ヽ
1 0 Y R 6 ／3 に ぷ い 黄 橙 色

7　　　　　　 某
l　 弥 生 後 期 後 葉

I　 弥 生 後 期 後 －
2 1 排水 港 南 Ⅵ】 壷 ロ録 那 小 磯　 白 色 粒 子

し＿．

7 5 Y R 6 ／2 灰 褐 色l 2 2 南 東 Ⅸ－b 壷 口録 郡 口径 （1 6 ．4 ） 小 磯　 白 色 粒 子 7 5 Y R 7 ／4 に ぷ い 橙 色
ノ　　　　　　 菓

古墳 前 期！ 2 3 南 東 Ⅸ －b 垂 口簸 那 口 径 （2 1 ．1） 小 磯　 白色 粒 子
t．．．．・

7 5 Y R 6 ／3 に ぷ い 褐 色 古 墳 前期
！ 24 排土 壷 ロ 線 郡 白色 粒 子　 石 英

し
10 Y R 7 ／3 にぷ い貴 橙 色 古 墳 前 期

古 墳 前 期
】2 5

Ⅷ 壷 口 綾 部 小 磯　 白色 粒 子
＿ヽ′ミ

2 5 Y 7 ／1 灰 白 色
i 2 6 南 西 Ⅸ －a 壷 口 級 那 口 径 （1 1 ．4 ） 白色 粒 子　 雲 母 10 Y R 7 ／3 にぷ い貴 橙 色 古 墳 前 期
l 2 7

Ⅷ 壷 ロ線 那 小 磯
．ヽ＿

2 5 Y 7 ／2 灰 黄 色 古 墳 前 期
i 2 8 南 東 Ⅸ －b 壷 ロ線 那 口 径 （1 0 ．4 5 ） 小 磯　 白色 粒 子 10 Y R 6 ／2 灰 黄 褐 色 古 墳 前 期
I 2 9 南 東 Ⅸ －b 垂 口線 郡 小 轢　 白 色 粒 子 7 5 Y R 7 ／4 に ぷ い橙 色 古 墳 前 期
i 3 0 南 東 Ⅸ －b 壷 口級 那 口径 （17 ．6 ） 小 礫　 白 色 粒 子

＿ヽメ

7 5 Y R 7 ／3 に ぷ い橙 色

I
l　　 古 墳 前 期

1　　 古 墳 前 期

i　　 古 墳 前 期

l　　 古墳 前 期

古 墳 前 期

l 3 1
Ⅸ－ b 壷 口簸 那 小 磯　 白 色 粒 子

＿ヽ′く

10 Y R 8 ／2 灰 白色！ 3 2 北 Ⅸ－ b 壷 ロ級 那 小 磯　 白 色 粒 子 1 0 Y R 6 ／2灰 黄 褐色
i 3 3 Ⅸ｝a 壷 口線 那 口径 （14 ．8 ） 小 磯　 白 色 粒 子 2 5 Y 6 ／ 1黄 灰 色

34 Ⅸ － b 壷 口線 郡 口径 （12 ．1 5 ） 小 磯 10 Y R 7 ／3 にぷ い黄 橙 色

35 Ⅸ－a 壷 口 緑 郡 口 径 （1 2 ．7 ） 小磯　 白色 粒 子
し

7 5 Y R 7 ／4 に ぷ い 橙 色 古 墳 前期

弥 生 後 期 後 ｛
3 6 南 東 Ⅸ －b 壷 口 線 那 口 径 （14 ．2 ） 小 磯　 白色 粒 子

＿ヽ′く

10 Y R 7 ／2 にぷ い黄 橙 色
3 7 排 水 溝 北 Ⅸ －a 壷 口 線 郡 小 磯　 白色 粒 子

lh＿
2 5 Y 7 ／2 灰 黄 色

7　　　　　　 菜

古 墳 前 期

古 墳 前 期

古 墳 前 期

3 8 北 Ⅸ － b 壷 口 級 部 小 磯　 白色 粒 子 7 5 Y R 6 ／3 にぷ い褐 色
i 3 9 Ⅶ 壷 口 錬 那 小 磯 10 Y R 7 ／3 に ぷ い黄 橙 色
！ 4 0 Ⅸ －a 恵 口級 部 小 磯　 白色 粒 子

l．＿▼く
1 0 Y R 7 ／2 に ぷ い 貴 橙 色

I

古 墳 前 期

古 墳 前 期

古 墳 前 期

古 墳 前 期

古 墳 前 期

古 墳 前 期

古 墳 前 期

古 墳 前 期

古 墳 前 期

古 墳 前 期

古 墳 前 期

弥 生 後 期 後 亜

l 4 1 北 Ⅸ －a 壷 口線 都 小 磯　 白 色 粒 子
し〆ヽ

1 0 Y R 6 ／3 に ぷ い 黄 橙 色
4 2 Ⅷ 壷 口線 那 小 磯　 白 色 粒 子

．ヽ＿
1 0 Y R 7 ／4 に ぷ い 黄 橙 色

4 3 排 水 溝 南 Ⅷ 壷 口簸 部 口径 （18 ．2 ） 小 磯　 白 色 粒 子
＿ヽ■

7 5 Y R 6 ／4 に ぷ い 橙 色

44 Ⅸ l b 壷 口線 郡 小 磯　 白 色 粒 子
　 」　－く

1 0 Y R 6 ／2灰 黄 褐色

4 5 Ⅸ－ b 壷 口線 那 小 磯　 白 色 粒 子 1 0 Y R 7 ／2 に ぷ い 貴橙 色

4 6 Ⅸ－b 壷 ロ線 部 小 礫　 白 色 粒 子
＿ヽ　　ヽ

1 0 Y R に ぷ い 黄 橙 色

4 7 Ⅸ － b 壷 ロ録 那 白 色 粒 子
．ヽ．＿

10 Y R 7 ／2 にぷ い黄 橙 色
4 8 排 水 溝 西 Ⅸ －b 亜 口 緑 那 口 径 （1 2 ．3 ） 石 英　 小 磯

＿ヽパヽ

5 Y R 7 ／6 橙 色
4 9 Ⅸ －a 壷 口 線 那 小 磯　 白色 粒 子 7 5 Y R 6 ／3 た ぷ い褐 色

5 0 Ⅷ 壷 ロ 縁 部 口 径 （1 3 ．7 ） 小 磯　 白色 粒 子
＿ヽ　　ヽ

7 5 Y R 6 ／4 にぷ い橙 色

5 1 南 東 Ⅸ －b 壷 頚 部 白 色 粒 子
＿ヽ■ヽ

1 0 Y R 6 ／1褐 灰色
5 2 Ⅸ －b 壷 頚 部 小 磯　 白色 粒 子 2 5 Y 7 ／1 灰 白 色

7＼　傾規肌駐英

弥 生 後 期 後 葉

生 ノ　　 ノ l－
5 3 竪 穴 状 遺 構 覆 土 塵 頸 那 頚 部 径 （7 ．9 ） 小 磯 2 5 Y 7 ／1灰 白 色
5 4 排 水 溝 南 Ⅸ －a 壷 頚 部 ～ 胴部 白 色　 灰 色 粒 子 10 Y R 7 ／2 に ぷ い 貴 橙 色

弥 生 後 期 後 葉

弥 生 後 期 後 葉 ～古 墳 前 期

古 墳 前 期

5 5 南 西 ・南 東 Ⅸ －b 壷 頚 部 白 色 粒 子　 石 英
＿ヽ′く

1 0 Y R 6 ／2 灰 黄 褐 色
5 6 排 水 溝 東 Ⅸ－b 壷 頚 那 白 色　 灰 色 粒 子 1 0 Y R 7 ／2 に ぷ い 黄 橙 色

I

古 墳 前 期

古 墳 前 期

古 墳 前 期

古 墳 前 期

古墳 前 期

5 7 Ⅸ － b 車 頚 部 白色 粒 子
」　　ヽ

1 0 Y R 6 ／2 灰 黄 褐 色

5 8 T P 2 Ⅸ－a 壷 頸 部 白色 粒 子 1 0 Y R 6 ／2灰 黄 褐 色

59 Ⅸ － b 壷 頚 部 白色 粒 子 1 0 Y R 6 ／2灰 黄 褐 色

6 0 南 西 Ⅸ －b 壷 頸 那 白色 粒 子 7 5 Y R 7 ／2 明 褐 灰 色

6 1 南 Ⅸ－a 壷 頚 部 ～ 胴 那 白色 粒 子　 灰 色 粒 子 10 Y R 6 ／2 灰 黄 褐 色 古墳 前 期

古墳 前 期
6 2 北 Ⅸ － b 壷 頸 那 ～ 胴 部 白 色 粒 子 10 Y R 6 ／2 灰 黄 褐 色

6 3 南 東 Ⅸ －b 壷 頸 郡 ～ 胴 那 白 色 粒 子 5 Y R 6 ／3 にぷ い橙 色 古 墳 前 期

古 墳 前 期

古 墳 前 期

古 墳 前 期

古 墳 前 期

古 墳 前 期

6 4 北 Ⅸ － b 壷 頸 郡 ～ 胴 部 白 色 粒 子
＿ヽ　ヽ

5 Y R 6 ／3 にぷ い橙 色
6 5 Ⅸ －a 壷 頸 那 ～ 胴 部 白 色 粒 子

＿ヽ　ヽ

7 5 Y R 5 ／3 に ぷ い褐 色
6 6 西 壁 Ⅸ ｝a 壷 頸 那 ～ 胴 部 白 色 粒 子

」■ヽ

10 Y R 6 ／2 灰 黄 褐 色
6 7 南 西 Ⅸ －a 壷 頚 部 ～胴 部 白 色 粒子 10 Y R 7 ／2 にぷ い黄 橙 色
6 8 竪 穴 状 遺 構 覆 土 壷 胴 部 灰色 粒 子

、．＿　　ヽ

2 5 Y 6 ／3 に ぷ い 黄 色
6 9 排水 溝 北 Ⅷ 壷 底 部 ～ 胴 部 底 径 （3 ．5 ） 黒 色 粒 子

し
5 Y 7 ／1灰 白色 古 墳 前 期

7 0 南 西 Ⅸ－a 壷 底 部 底 径 （4 ．8 ） 白色 粒 子 1 0 Y R 7 ／3 に ぷ い 黄 橙 色 弥 生 ノ 期 ノ　葉

7 1 南 東 Ⅸ －b 垂 底 部 底 径 （6 ．0 ） 白色 粒 子
しメ、　　　　　　 7　 後　 後 某 ～ 古墳 前期

2 ．5 Y 6 ／1黄 灰 色　 l 弥 生 後 期 後 葉 ～古 墳 前 期

2 ・5 Y 6 ／1黄 灰 色　 i 弥 生 後 期 後 葉 ～古 墳 前 刺

5 Y 5 ／1灰 色　　 I 弥 生 後 期 後 菜 ～古 墳 前 期 ！

7 2 擾 乱　 I 壷 底 部 底 径 （5 ．6 ） 白 色 粒 子　 石 英　 小 磯

7 3 l Ⅸ －a　 i 壷 底 那 産 経 （7 ．4 ） 白色 粒 子　 石 英
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表5　出土土器観察表（2）

番 専 位置 ・遺構 層　 位 諸　 種 那　 位 法　 量 胎　 土 色　　 調 備　 考

74 Ⅸ－b 壷 底 部 底径 （13．0） 白色粒子 10 Y R 7 ／3 にぷい黄橙色 弥 生後期後葉～古墳前期

75 Ⅸ－a 壷 ‘底那 底径 （12．0） 白色 粒子 10 Y R 6／3 にぷ い黄橙色 弥 生後期後葉～古墳前期

7§ 南 東 Ⅸ－b 壷 底部 底径 （7．8） 石英　 白色粒子 10 Y R 6／2灰黄褐 色 弥 生後期後葉～古墳前期

77 北 Ⅸ－b 垂 底．那 底径 （9．6 ） 白色 粒子 10 Y R 6／2灰黄褐色 弥生 後期後葉～古墳前期

7＿8 Ⅸ－b 壷 底部 底径 （9．6） 白色粒子　 小磯 10 Y R 7／3 にぷ い黄橙 色 弥生後 期後葉～古墳前期

79 南 西 Ⅸ－a 垂 底那 底径 （9．4） 白色粒子　 石英 10 Y R 6／2灰黄褐色 弥生後 期後葉～古墳前期

80 Ⅸ－a 壷 底部 底径 （9．7） 石英　 小磯 10 Y R 6／2灰黄褐色 弥生後期後 糞～古墳前期
I 8 1 l 南東 l

Ⅸ－b 壷 l
底部

l
底径 （7 ．6） 白色粒子 5Y R 6／4にぷ い橙色 弥生後期後 薫～古墳前期

82 Ⅸ－a 壷 底那 底径 （7 ．6） 白色粒子　 石英 7．5 Y R 6／3 にぷ い褐色 弥生後期後 妻～古墳前期

83 南西 Ⅸ－a 壷 底部 底径 （9 ．8） 白色粒子 8．5Y 7 ／1灰 白色 弥生後期後葉 ～古 墳前期

84 Ⅸ－b 壷 底部 底径 （11．5） 白色粒子 10 Y R 6／2灰黄褐色 弥生後期後葉 ～古墳 前期

85 竪穴 状遭構 覆土 壷 底那 底径 （10．0） 白色粒子 10 Y R 6／2灰 黄褐色 弥生後期後葉 ～古墳 前期
86 排水 溝 Ⅸ－a 垂 底那 底径 （11．4） 白色粒子　 石 英 10 Y R 6／1褐灰色 弥生後期後葉～古墳前 期

87 Ⅸ－b 壷 底那 底径 （11．4） 白色粒子　 石 英 10 Y R 6／2灰 黄褐色 弥 生後期後菜～古墳前期

8 8 Ⅸ－b 壷 底部 展径9．2 白色粒子 2．5 Y 6／1黄灰色 弥 生後期後菓～古墳前期

8 9 南西 Ⅸ－b 壷 底那 底径 （10 ．0） 灰色粒子 7．5 Y 6／3 にぷ い褐色 弥 生後期後菓～古墳前期
90 南西 Ⅸ－b 饗 口線那 小磯 10 Y R 6／1褐灰色 弥生後期 後葉
9 1 東 壁 Ⅸ－a 饗 口縁那 白色　 灰色粒子 2．5Y R 5／4にぷ い赤褐色 弥生後期後 秦
92 Ⅸ－b 窒 口線 那 小磯　 白色粒子 10 Y R 7／2 にぷ い貴 橙色 弥生後期後 葉
93 北 Ⅸ－b 蟹 ロ線 那 石英　 小磯 7．5 Y R 6／4 にぷい橙色 古墳前期
94 南 東 Ⅸ－b 蟹 口線 那 小磯 10 Y R 7／2にぷ い黄橙色 古墳前期
95 北 Ⅸ－b 蟹 ロ簸 都 小磯　 白色粒子 2．5Y 7／1灰白色 古墳前期

96 南東 Ⅸ－b 寛 口線 那 白色粒子 5Y R 6 ／6橙 色 古墳前期

97 排水溝 西 Ⅸ－b 饗 口線 那 白色粒 子　 石英 7 ．5Y R 6／4 にぷ い橙色 古墳前期

98 排水溝 西 Ⅸ－a 聾 口録 那 白色粒 子　 石英 5Y R 6／4にぷい橙色 古墳前期

99 Ⅸ－a 襲 ロ線郡 小磯　 石 英 10 Y R 6／3にぷい黄橙色 古墳前期

10 0 東 Ⅸ－b 饗 口線郡 白色粒子 10 Y R 7／3にぷい黄橙色 古墳前期
10 1 南東 Ⅸ－b 饗 口料彿

小磯　 石 英 5Y R 6／4 にぷい橙色 古墳前期
10 2 Ⅸ－a 窒 口腹郡 白色粒子　 小磯 10 Y R 6／2灰黄 褐色 古 墳前期
10 3 南東 Ⅸ－b 蟹 ロ線那 白色粒子 10 Y R 8 ／3浅黄 橙色 古墳 前期
10 4 南東 Ⅸ－b 蟄 ロ級那 小磯　 石英 10 Y R 6 ／2灰黄 褐色 古墳 前期
10 5 竪穴状 遺構 覆土 饗 日録那 口径 （20 ．4） 白色粒子　 小磯 10 Y R 3／1黒褐色 古墳 前期
10 6 南 Ⅸ－b 饗 ロ線那 ～胴部 口径 （21．5） 灰色粒子 7．5 Y R 5／3 にぷい褐色 古墳 前期

10 7 Ⅸ－b 蜜． ロ線那 口径 （14 ．4） 白色 粒子 2．5 Y R 6 ／4 にぷい橙色 古墳前期

10 8 南東 Ⅸ－b 婆 i　 口級都 l 白色 粒子 5 Y R 5／4 にぷい赤褐色 古墳前期

10 9 北 Ⅸ－b 蜜 口緑那 小磯　 白色粒子 10 Y R 4 ／1褐灰色 古墳前期

11 0 排水 溝東 Ⅸ－b 饗 口線 郡 白色粒 子 5Y R 6／4 にぷ い橙色 古墳前期

11 1 東 Ⅸ－b 蟹 口線 那 白色粒子　 石英 7．5 Y R 6 ／2灰褐色 古墳前期

11 2 Ⅸ一b 饗 ロ線 那 小磯 7．5Y R にぷい橙色 古墳前期
11 3 捜乱 饗 口腹 那 小磯　 白色粒子 7．5 Y R 4／2灰褐色 古墳前期
114 南東 Ⅸ－b 饗 □縁 那 小 磯　 白色粒子 2．5Y 橙色 古墳前期
115 Ⅸ－b 蟄 口級那 小礫 7 ．5 Y R 5／2灰褐色 古墳前期
116 南東 Ⅸ－b 鉢 口簸郡 小磯 7．5Y R 7／4にぷ い橙色 古墳前期
117 排水溝 北 Ⅶ 丸底蟹 口線 那～底那 口径 （16．4）嵩高 （12 ．3〉 灰色粒子 10 Y R 6／4 にぷい赤褐色 古墳前期
118 Ⅸ－a 受口状 口線饗 口級那 白色粒子　 小磯 10 Y R 7 ／3 にぷい黄橙色 古墳前期
119 排水滞 （東 ） Ⅷ 蟹 脚 部 裾部径 （10 ．6） 小磯　 石 英 2．5Y 7／1灰白色 弥 生後期後秦 ～古墳 前期
12 0 Ⅸ－b 饗 脚 那 裾郡径 （10．2） 小破　 石英 10 Y R 7 ／2 にぷ い黄橙色 弥 生後期後菜～古墳 前期
12 1 南西 Ⅸ－a 饗 脚部 裾部径 （10．0 ） 小礫　 石英 10 Y R 6 ／2灰黄 褐色 弥 生後期後菜～古墳前期
12 2 T P 2 Ⅸ－a 聾 脚部 小磯　 白色粒子 10 Y R 7／2 にぷ い黄橙色 弥 生後期後葉～古墳前期

12 3 西壁 Ⅷ 聾 脚部 小磯　 石英 7．5Y R 7／2明褐灰色 弥 生後期後菜～古墳前期
12 4 北 Ⅸ－b 饗 脚部 小磯　 石英 5 Y R 6 ／3 にぷい橙 色 弥 生後期後菓～古墳前期
12 5 Ⅵ： 饗 脚部 白色 粒子 7．5Y R 7 ／4 にぷい橙色 弥 生後期後葉～古墳前期
12 6 排水 溝北 Ⅷ 饗 脚部 小磯　 白色粒子 10 Y R 4／2灰黄褐色 弥 生後 期後糞～古墳前期
12 7 南 西 Ⅸ－a 饗 脚部 小磯　 石英 7 5 Y R 6 ／3 にぷい褐色 弥生後 期後葉～古墳前期

12 8 南 東 Ⅸ－b 饗 脚部 小磯　 石英
．ヽ．

10 Y R 6／3 にぷ い黄橙色 弥生後 期後葉～古墳前期

12 9 南 西 Ⅸ－b 窒 脚部 小磯　 白色粒子 2．5 Y 6／2灰黄色 弥生後 期後葉～古墳前期
130 排水溝 東 Ⅸ－a 饗 脚部 小磯　 石英 10 Y R 5／2灰黄褐色 弥生後期 後葉～古墳前期
13 1 Ⅸ－a 饗 脚部 白色粒子 10 Y R 7／2にぷ い黄橙色 弥生後期 後葉～古墳前期
13 2 Ⅸ－b 饗 脚部 白色粒子　 石英 7．5Y R 5／2灰褐色 弥生後期後葉 ～古墳前期
13 3 西壁 Ⅶ 窒 脚那 小磯 10 Y R 5／2灰黄褐色 弥生後期後 葉～古墳前期
13 4 東 Ⅸ－b 饗 脚部 小磯　 石英 2．5Y 6／1貴 灰色 弥生後期後菜 ～古墳前期
13 5 南西 Ⅸ－b 饗 脚部 小礫　 石 英 2．5Y 7／1灰 白色 弥生後期復業 ～古墳前期
13 6 Ⅸ－b 高杯 杯郡 口径10，2 小 磯　 白色粒子 10 Y R 5 ／1褐灰色 古墳前期

13 7 T P 2 Ⅸ－a 高坪 ロ級郡 口径 （11．5） 小 磯　 白色粒子 2．5Y 7／1灰 白色 古墳前期
13 8 排土 高坪 脚 那 白色粒子 10 Y R 7／2にぷい黄橙色 古墳前期

13 9 西壁 Ⅶ 高埠 脚 那 白色粒子　 小磯 10 Y R 7／2にぷい貴橙色 古墳前期

14 0 北 Ⅸ－b 高塀 脚部 脚部径 （9．2） 小磯 7．5Y R 7／3にぷい橙色 古墳前期
14 1 Ⅶ 高鋒 脚部 脚部径 （11．0 5） 小磯 7．5Y R 6／1褐灰色 古墳 前期
14 2 北 Ⅸ－b 高塀 脚那 脚部径 （6．8） 白色 粒子 10 Y R 7 ／2 にぷ い黄橙色 弥 生後期後菜
14 3 Ⅸ－a 小型鉢 完形 口径 （11．1）底径 （4 ．6）器 高4 ．2 小磯 2．5Y 7／1灰 白色 古墳 前期
14 4 排水溝 南 Ⅸ－a 鉢 口級那～胴部 口径 （11．1） 小磯　 白色粒子 5Y R 7／6橙色 古墳 前期
14 5 Ⅸ－a 鉢 口緑郡～胴那 口径 （12 ．0） 小磯　 白色粒子 2．5Y 6／6橙 色 古墳 前期
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2　石製晶（第19図1～4　図版13）

石製晶は4点出土している。砥石1点、敲石1点、磨石1点、台石1点で機能別に分類すれば、工具

（砥石）調理具（磨石、台石、敲石）となり、石斧などの工具、武器、漁労具は出土していない。いず

れも瀬戸川層群に属する石材で、軟質な石材である。長尾川や谷津山などで採取されるものである。石

材については静岡大学名誉教授伊藤通玄先生のご教示をうけた。

日1

第19図　包含層出土石製晶実測図
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1は砥石で、欠損している。表裏に砥面が観察される。一部被熱を受け、赤化している。粗粒砂岩製。

2は敲着で、竪穴状遺構内から出土している。棒状礫の側線部に線状痕が観察される。3は磨石で、断

面が楕円を呈する扁平な礫を使用している。表裏面の全面に磨面が認められる。4は台石で、扁平な自

然礫の表裏面中央にアバタ状の敲打痕が観察される。

表6　出土石製晶計測表

番号 名　 称 層位 。遺構 名 石　 材 最大長 （cm ） 最大幅 （cm ） 最大厚 （cm ） 重量 （g ） 備　 考

且 砥石 Ⅸ－a 褐灰色細粒砂岩 ［5．0］ ［1．6 ］ 5 ［72 ．8］ 被熱

2 敲石 竪 穴状遺構 灰色 粗粒砂岩 10 2 ．6 2 87．2

3 磨石 Ⅷ 緑灰色 凝灰質砂岩 9 ．6 6 ．3 2 ．6 250

4 台石 Ⅸ－a 灰色粗粒 砂岩 31．9 ［18 ．5］ 1 1．2 ［9 827．2］
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今回の調査で、小鹿杉本堀合坪遺跡には弥生時代後期～古墳時代前期の遺構が存在することが明らか

になった。当初は、隣接する地区で平安時代の条里型地割りの坪界線にのる畦畔が検出されており、坪

界線の想定図をもとに灰色粘土層で検出を試みたが、当調査では遺構◎遣物は検出されなかった。検出

された遺構は竪穴状遺構1基、小六2基である。時期は弥生時代後期後葉に比定される。竪穴状遺構の

性格は不明ではあるが、覆土内から焼土層や炭化した建築材が多く含まれることから、焼失した住居の

部材などを廃棄したものと考えられる。

このように周辺には、住居跡や掘立柱建物跡などの集落域が存在していたと考えられる。また、遺跡

の中心は、本調査区よりも東側に位置する曲金微高地上に立地していると推定できる。遺跡の始まりは、

少なくとも、弥生時代後期後半には集落を形成し、その後古墳時代前期まで継続していたと考えられる。

調査区西側では、平成6年度に県立短期大学建設に伴う発掘調査を行っており、シガラ状遺構、埋設

杭などが検出されている。この遺構は弥生時代後期～古墳時代前期と推定している。このことから調査

区の西側の後背湿地には水田域、東側の微高地には集落が展開する景観であると考えられる。これまで

小鹿微高地においては、弥生時代後期～古墳時代前期の集落は検出されておらず、不明な点が多かった

が、弥生時代後期～古墳時代前期の集落が、小鹿微高地にも広がっていることを示した点では、貴重な

成果といえよう。周辺の確認調査や遺構。遺物の広がりなどから小黒遺跡のような大集落ではなく、小

規模な集落ではないかと考えられる。

出土土器は調査面積が狭いにもかかわらず、テンバコにして5箱分が出土している。弥生時代後期後

菓～古墳時代前期の土器の壷。寮が大半を占め、鉢、高杯は少ない。中でも古墳時代前期に比定される

土器が包含層から多く出土している。壷は折返し日録壷と複合口縁壷が多く占め、単純日録のものは少

ない傾向である。また静岡県東部地域の東駿河、静岡県西部地域の東遠江系の土器も僅かながらみられ

るが、ほとんどが静清平野特有な土器であると考えられる。複合日録壷には突帯状の粘土帯を巡らせた

もの、棒状浮文を貼付したものが特徴的である。聾は、ほとんどが緩やかに外反する目録部をもつ台付

婆で、口縁端部に刻みを入れないものが多い。S字日録の婆はみられず、受口状目線の聾が1点出土し

ているのみである。

木製品は、竪穴状遺構内から建築材、ヘラ状木製品、別物容器が出土している。建築材のほとんどが

片面に炭化した状況がみられ、へラ状木製品や到物容器が出土していることからも集落に近接した場所

といえよう。これらの樹種は針葉樹が多く、スギ材を使用しており、この傾向は、静清平野にみられる

他の集落遺跡から出土した木製品と同様である。

石製晶は4点出土しており、台石や砥石類である。ほとんどが静岡層群に属する砂岩の石材である。

これらの石材は長尾川流域や谷津山e八幡山周辺で採集されるという。静岡層群の石材は瀬戸川層群で

採取される砂岩よりやや軟質とされ、弥生時代後期以降になると軟質の砂岩が多く使用される傾向があ

る。

以上のように調査面積が狭いにもかかわらず、今回の調査で、弥生時代後期後葉から古墳時代前期に

かけて多くの土器、木製品が発見され、集落域を想定することができた。より具体的に集落構造や墓域、

生産域との有機的関係が明らかになるよう今後の調査に期待したい。
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